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視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 

 

１年間の目標 
取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 14日実施） 

総合評価（３月 19日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

教育課程
学習指導 

①SSH 事業を計画実施

し、探究的な学習や 

活動を通して様々な 

課題を解決し、社会 

に貢献しようとする 

強い意志を持った生 

徒を育てる。 

 

 

 

 

 

②国内外での多様な関

わりの中で、情報活

用能力、問題発見能

力、論理的思考力等

の資質・能力を向上

させることにより視

野の広い生徒を育て

る。 

①SSH 指定校として「共創

探究」の実施による課題

研究の高度化を図るとと

もに、すべての教科で探

究的な学びを推進し、生

徒に身につけさせたい資

質・能力を測定する評価

方法を作成し実施する。 

 

 

 

 

②左記の資質・能力を育成

する学校行事計画を作成

及び行事を運営し、生徒

会活動を支援する。 

①すべての教科におい

て探究的な学びを実

践し、「共創探究

力」及び「論理的思

考力」または「情報

活用能力」を測定す

る課題を設定し、評

価する。 

 

 

 

 

②行事や生徒会活動に

おいて、生徒主体と

なる組織的運営方式

により、左記資質・

能力を向上させる支

援を行い、教科外活

動の充実を図る。 

①授業評価アンケートの

項目３「単元（内容のま

とまり）の学習の中で、

課題について自分の考え

をまとめたり、解決方法

について考える場面があ

る。」の評価４(最高評

価)が 50％以上。 

①資質・能力を測定する

ための課題設定及び評価

を各教科で年 1 回以上実

施。 

②アンケートで、「充実し

た教科外活動ができた

か」に対して肯定的な回

答 90％以上。 

②各行事後の振り返りで、

左記資質・能力が向上し

たと回答した生徒 70％以

上。 

①授業評価の項目３に 

ついて評価４の割合 

は全体で 51.5％であ 

り指標の 50%を上回っ 

た。 

①12 月に公開研究授業

で資質・能力を測定

する単元設定及び評

価を実施した。 

②魅力と特色ある県立

高校づくりについて

のアンケートは現在

集計中。 
②各行事で左記資質・

能力が向上した(１～

５段階で 4，5 の回

答)と答えた生徒の割

合は体育祭(410 件) 

44%,50%,43%、 

文化祭（403 件）

54%,65%,58%、 

合唱コンクール（218

件）38%,56%,46%。 

①すべての教科で通年

で資質・能力を測定す

る課題や評価の設計を

行い、探究的な学びを

推進する組織体制や職

員研修を構築する。 

①SSH 事業推進に向け

て校内の組織体制の改

善を行い、生徒がより

外部と連携して探究活

動に取り組む体制を構

築する。 

②アンケートの回答数

を増やすために、SHR

や LHR での回答呼びか

けを強化する。 

②生徒のメタ認知不足

も考えられる。それぞ

れの行事において資質

能力が向上する活動例

を具体的に例示するな

どをしていく。 

〇公開研究授業の実施後

の振り返りアンケートの

件数が少なく、分析が不

十分である。実施した事

業に対する振り返りや分

析から次への課題を見出

す必要がある。 

〇目標が共有化され、方

向性や想いが同じだとア

ンケートに自然と答えた

くなる。実施時期や周知

方法の改善をすること。 

〇組織体制の改善は、振

り返りやアンケートの分

析をもって改善するもの

である。今後、学校全体

で取り組んでいく体制づ

くりを実現すること。 

①生徒による授業評

価アンケート結果に

ついては指標を上回

ったが、その分析を

各教科で行い、それ

をとりまとめて職員

で共有するという取

り組みができなかっ

た。 

 

 

②各行事で資質・能

力をみとるアンケー

トをおこなったが、

回答した生徒の振り

返りアンケートの回

答率が低い。 

①組織的な授業改善

を各教科で推進する

という意識の変容を

促す仕組みの構築を

行う。 

 

 

 

 

 

 

②身につけさせたい

力について、どうい

うことができるよう

になることかという

分かりやすい表現で

生徒に伝え、生徒が

振り返りをしやすく

なる工夫をする。ア

ンケート回答時間を

確保する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒指導・支援 

①心身を健やかに保

ち、自己理解及び他

者理解ができる生徒

を育てる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②部活動の活性化を通

して責任感や連帯感

の意識を涵養する。 

 

 

 

 

①・生徒の悩みや困難の

早期把握・解決に向け

て、外部機関等との連

携を効果的に行い、支

援の充実を図る。 

・自主自律の学校目標

の下、社会的マナーや

生活規律を確立させる

指導を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

②部活動に対して生徒が責

任を持って取組み、他者

との協働意識を高く持て

るように支援する。 

①「かながわ子ども

サポートドック」の

取組みを、学年団と

協力して推進し、

SC・SSW との連携を

強化し、組織的な支

援を行う。 

①全校集会やＨＲ等に

おいて、自転車通学

や公共交通機関乗車

時マナー、挨拶励行

などについて考えさ

せる指導を行い、地

域社会の一員として

他者に親切に接する

ことの大切さを自覚

させる。 

 

②部長会を定期的に開催

し、部活動に関する

課題解決についてて

各部が相互に意見交

換し考えることので

きる場を設定する。 

①困難を抱える生徒の早期 

発見ができたか。 

①学年団および SC・SSW と

連携して効果的に支援

し、必要に応じて外部へ

つなげることができた

か。 

①生徒の自律的態度が定着

し、近隣住民等の外部評

価が向上したか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

②部長会を定期的に開催で

きたか。 

②部長会を通して得られた

情報をもとに、各部が自

ら課題を設定し、改善策

を提案・実行したか。 

①年 2 回のかながわ子

どもサポートドッ

ク、通常の教育相談

を経て、外部機関と

連携をとり、継続的

に支援している。 

・アンケートに記述欄

を設け、個々の状況

把握に努めた。 

・相手のある自転車事

故件数は４件 

・自転車及び公共交通

機関乗車マナーに関

する苦情 11 件。 

②生徒会本部が主導で

部長会を開いたこと

で、生徒会本部と部

活動が一緒に学校生

活をより良くしてい

く姿勢が育まれた。 

・部長会において、生

徒会規約の変更につ

いて主体的に協議す

ることができた。 

①毎回の面談の調整が

難しい。長期間に渡り

個別の対応を必要とす

る案件が増えている。

外部との連携に加え、

学校が関与できる範疇

を専門家と見極めなが

ら、生徒への支援を継

続する。 

・自転車及び公共交通

機関乗車マナーについ

て、HR や各種集会を

通じて指導を継続す

る。 

②運営に問題があった

部には、生徒会本部が

部活動の制限を設ける

など生徒主体の運営を

行えるよう指導する。

部長会や部のミーティ

ング等を通じて、集団

行動をする際のあるべ

き姿を主体的に考えさ

せる。 

①誰一人取り残されな

い、こころ・からだ・

学びを守るのが公立学

校の使命である。課題

が複雑多様化している

時代であり、学校だけ

で解決できるものでは

ない。教育委員会や地

域の資源等を活用して

取組を進めていくこ

と。 

②生徒が懲罰主義に陥る

ことなく、例えば、生

徒のミーティング技術

を高めるような機会を

与えるなどの工夫をす

ること。 

①外部機関に出向

き、助言を得て生徒

支援を行うことがで

きた。 

 

 

 

 

 

 

 

②部員同士の人間関

係の構築がうまくい

かず、解決に向けて

教員の支援が必要と

なったケースが生じ

た。 

①多様なケースに対

応するため事例検討

や研修を随時行うな

どして対応のスキル

アップを図る。 

 

 

 

 

 

 

②教員間で事例を共

有し、事例検討をす

るなどして適切なと

きに適切な支援を行

うことができるよう

に対応力のスキルア

ップを図る。 
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（令和６年度策定） 

 

１年間の目標 
取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 14日実施） 
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３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
進路指導・支援 

①より高いレベルの進路

実現に向け、持続 的

に力を尽くすことので

きる生徒を育てる。 

 

 

 

 

 

②何事にも果敢に挑戦す

る態度を育み、社会を

けん引することのでき

る、未来を拓くリー

ダーを育てる。 

①生徒の学習状況を

細かに把握すると

ともに、必要な情

報を適宜提供し、

高 い 目 標 を 持 た

せ、最後まで第一

志望を諦めさせな

い 進 路 指 導 を 貫

き、生徒の希望の

実現を支援する。 

 

②何事にも果敢に挑

戦 す る 態 度 を 育

む。 

①生徒が進路の実現に向

けて「振り返り」を行

い「見通し」をもって

学びを進めていくよう

に支援し、データを示

して前向きに取り組む

助言等をきめ細かく行

う。 

 

 

②学年集会や個人面談、

授業等の様々な場面で

根拠に基づいて励ます

指導を行う。 

 

 

 

①進路通信や進路説明会 

（本校職員）、進路講演

会（予備校及び面談（担

任）において、最新の必

要な情報を迅速に提供で

きたか。 

①難関大学対策講座の受

講継続率 50％以上。 

 

 

②高い目標を諦めず、第

一志望校または第一志

望学部に進学した生徒

が 80%以上。 

①全国模試の結果返却時

には、生徒が「振り返

り」を行い「見通し」を

もって学び を進めていく

ように支援 し、データを

示して前向きに取り組む

為の助言を各担任が行っ

ている。  

①難関大学対策講座の受

講継続率 50％以上は達

成できた。 

②学年集会や個人面談、

ネット上の学年クラスル

ーム、授業等の様々な場

面で根拠に基づいて励ま

す指導を行い生徒、保護

者の信頼を得ている。 

①基礎的な内容の反

復練習の足らない生徒

が多い事が課題であ

る。授業改善と進路指

導、生活支援の 3つを

関連させて、組織的な

進路支援を行っていく

ことが必要である。教員

の意識改革からスタート

し、進路と教科指導を

一体化した指導計画を

立て、実行する。 

②粘り強く学習を続ける

態度を身に着けさせる

指導を、教科指導にお

いて全職員で行う。 

〇目標に合った校内評価

を記載すること。難関大

学対策講座の受講継続率

50 パーセント達成は素晴

らしい。その生徒たちの

進学実績を把握するなど

して、課題把握や今後の

方策を立てること。 

〇浪人生が難関大学への

合格を果たしているとい

うのは「あきらめさせな

い指導」の成果であると

考える。入学時から継続

して、果敢に挑戦する態

度を育む支援を行うこ

と。 

①「あきらめさせな

い指導」の成果が

浪人生の難関大学

の 合 格 へ 繋 が っ

た。浪人生と同様

に、現役生にも、

より、高い目標を

持たせ、最後まで

第一志望を諦めさ

せない進路指導を

貫き、生徒の希望

の実現を支援した

い。 

②校内実施の全国模試

の結果が出た後の実施

業者による生徒への振

り返りが全ての模試で

行えなかった。 

校内実施の「全国

模試」の結果が出

た後の実施業者に

よる生徒への振り

返りの回数を全学

年、できるだけ増

やしたい。校内職

員からの振り返り

と合わせて、実施

業者による振り返

りを増やすことに

より、最後まで、

第一志望をあきら

めないで、粘り強

く学習を続ける態

度をより、身に付

けさせたい。 

 

 

 
 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

地域等との協働 

①地域社会と積極的に 

関わり、社会と学校が

連携し、安心安全な環

境づくりに取り組む。 

①地域との連携の重要

性を教職員全体で共

有し、積極的に地域

に関わる意識を醸成

する。 

 

①地域連携の意義や具体

的な方法、先進事例に

ついて職員が学ぶ機会

を設ける。 

①生徒が地域の活動に参

加する機会を増やす。 

①地域等の活動に参加し

た生徒数のべ 30 名以

上。 

 

①生徒の意識の変化をア

ンケート等で把握す

る。 

①地域等の活動に参加し

た生徒数のべ約 950

名。 

①職員全体で災害時の業

務確認を行い主体的に

協議する姿が見られ

た。 

①防災教育において、地

域をより強く意識する

内容を企画し、アンケ

ートを実施した。 

①教科外活動でも資

質能力の育成を図る

アンケート調査を行

い、地域への意識の

変容をみとれたが、

回答数が十分とはい

えない。内容を精選

しアンケート回答の

ための時間を十分確

保する。 

〇地域の防災減災に関心

を持つことから、将来は

日本のあるいは世界的視

点から防災減災を考える

生徒に育ってほしいとい

うことを目指した取り組

みは素晴らしい。 

〇平塚の魅力発信に携わ

るなど、PDCA の経験が非

認知能力の伸長につなが

るので、様々な校外活動

参加を推進すること。 

①地域等の活動に参加

した生徒の割合は増加

し、教育効果も実感で

きたがアンケート回答

数が不足している。 

①アクティビティ型防

災教育を地域と連携し

ながら行い、協働的に

学ぶことで、支援され

る側からする側の視点

を持つことで意識の変

容がみられた。 

①地域等外部との

連携を進め、参

加するのみでな

く、地域のあり

方を共に考える

機会を作る。ア

ンケート回答時

間を確保する。 

①江南モデルとし

て継続できるよ

うマニュアル化

を進める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
学校管理 
学校運営 

①教育公務員としての

高い倫理観を保持

し、健全な職場環境

を作り、事故不祥事

防止に努める。 

 

 

 

②すべての教員が学校

教育目標を共有し達

成に向けて協働して

取り組む学校文化を

継承する。 

 

③学校運営協議会をい

かした学校運営を推

進し、地域とともに

ある学校づくりを推

進する。 

①リスクマネジメント

を強化するととも

に、ワークライフバ

ランスの推進に向け

て、業務の精選・効

率化を図る。 

 

 

②学校目標設定、校

内評価を組織的に行

う。 

 

 

③ホームページ等で本

校の特色、教育活動

や成果等の魅力、地

域との連携状況を発

信する広報活動を充

実させる。 

 

①不祥事ゼロプログラム

を遂行する。 

①業務の精選と ICT の利

活用による校務の効率

化を推進する。 

 

 

 

②グループリーダーのマ

ネジメントのもと、業

務を組織的に行う。 

 

 

③ホームページ等を活用

し、本校の魅力を小中

学校等地域へ発信する

内容を充実させ、回数

増をめざす。 

③学校運営協議会を通じ

て地域からの要望を聴

取し、双方の理解を深

める。 

①私費会計や成績処理等

に係る過去のインシデン

ト事例を共有し、改善策

を講じ、未然防止を実現

したか。 

①職員が心身ともに健全

な状態を保てたか。 

②業務を担当者一人が抱

えることなく、進捗状況

をグループで把握し、組

織的に取り組むことがで

きたか。 

③学校説明会の参加者が

増加したか。志願者数が

増加したか。 

③学校関係者評価や有識

者の評価を学校運営に

生かすことができた

か。 

 

①私費会計や成績処理の

インシデント事例を職

員で共有し、二重チェ

ック体制や成績入力時

の確認プロセス強化な

ど、業務の透明性と正

確性を高める取組みを

進めた。 

②グループリーダーがマ

ネジメントを着実に実

行している。 

③ホームページ・SNS 

（今年度は約 110 件） 

等 やパンフレットに

より、時期と情報の

一括性を意識して発

信した。 

③各説明会のアンケー

ト結果から、時期・内

容ともに高評価であっ

た。 

③本校の魅力を探るアン

ケート(新入生対象)と

広報活動の総括を行っ

た。 

①制度や手順の定着

には継続的な研修と

意識啓発が不可欠で

ある。定期的な検証

と改善を重ね、事故

の未然防止を徹底し

ていく。 

 

②作業環境の整備と

業務のマニュアル化

を行い、組織的な業

務改善を進める。 

 

 

③本校の学校目標に

沿った特色の打ち出

し方を、全てのグル

ープで連携して進め

る。 

 

 

 

〇事故防止会議や不祥事

防止研修が効果的に行わ

れている。グループリー

ダーがリーダーシップを

発揮し、マネジメントを

行っていることが素晴ら

しい。業務量管理や健康

確保についても組織的に

行うこと。 

〇学校運営協議会で示さ

れた広報活動報告書の内

容が優れている。新たな

取り組みに挑戦してお

り、学校運営の活性化が

期待できる。学校の魅力

の発信は、生徒によるも

のが最も効果的である。

何より「授業が面白い」

というのが中学生の心を

動かす。学校を上げての

組織的な授業改善を行う

こと。進学校としての魅

力ある授業を構築してい

くこと。 

①不祥事防止研修の形

態が定着し、グループ

リーダーによるリスク

マネジメントも浸透し

ている。 

②オフィス改善による

レイアウト変更で職員

室が広くなり、環境改

善に結び付いた。 

③Instagram を開設す

るなど、SNS の発展拡

充につとめたが、学校

生活を具体的にイメー

ジできる発信が更に必

要である。 

③新入生対象アンケー

トと、１年間の広報活

動の総括を実施し、入

試倍率とともに分析し

た。職員と共有するこ

とで、学校全体で江南

の魅力づくりに取り組

む準備とした。 

①業務におけるリ

スクを教員間で共

有し、危機を発見

した時には組織的

に動けるように指

示伝達経路を明確

にする。 

②業務の効率化を

行い、業務量の削

減を行う。 

③SNS に投稿する

プロセスを整理

し、本校のさまざ

まな活動の活発さ

が伝わる発信を目

指す。 

③広報活動から得

た情報を共有

し、学校全体で

江南の魅力とな

る取組を進める

体制を作る一助

とする。 

 

 

 

 
 


